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1 はじめに  

1.1 研究の背景と目的 

 公民館やコミュニティセンターのような地

域集会施設は,所管省庁が異なるゆえに主催事

業の有無,貸室のバリエーション等,本来の設置

目的に応じた様々な特徴がある。しかし,近年

では上記に挙げたような特徴は薄れ,利用者は

これらの施設を区別なく利用している。  

また,高橋氏らの既往研究(1)より,千葉市コミ

ュニティ施設の利用者のうちの約3割程度は単

一の施設ではなく,複数の施設を利用すること

で活動要求を満たしていることが明らかとな

っている。 

本研究では,各施設が利用者に対し,有効な情

報を発信し,多様な活動要求に対応するため,所

管省庁を越えた施設間ネットワークの要件を

明らかにすることを目的とする。 

 本稿では,コミュニティ施設における利用者

の利用圏域に着目し,地域的傾向と課題を考察

することでネットワーク化の一助とする。 

1.2 研究の対象と方法 

本研究では千葉市の公民館全47事例及びコ

ミュニティセンター全13事例を対象とする。

以下表1に対象事例の概要を示す。 

対象である全60事例において,施設の利用者

に対しアンケートを実施する。アンケートの項

目を表2に示す。利用者には各質問について,

利用している施設毎に回答してもらう。アンケ

ート結果をもとに,“複数の施設を利用してい

る”という回答のみを抽出し,考察する。利用

者の自宅住所については,町丁目を把握できる 

ものを有効数とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 調査対象事例の概要 
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2 調査結果 

2.1 回答結果 

アンケート回答数を表3に示す。アンケート

回答者総数のうち有効数1983人から抽出した

複数施設利用者数558人の結果を本稿のデー

タとして扱う。 

2.2 利用形態 

アンケートより得られた結果を図1が示す利

用形態別に分類する。一方の施設がもつ機能を

他方の施設で利用する場合を「同一機能利用」

とする。また,一方の施設にない機能を他方の

施設で利用する場合を「他機能利用」とする。

本調査では,複数利用(2)者のうち約8割が同一

機能利用である。 

また,既往研究(1)より,同一機能利用の際には

コミュニティ施設の基本的な機能となる,集会

室,和室,調理室等での利用が多く,他機能利用

では,音楽室や体育室のような専門分化された

諸室に利用がみられることが明らかとなって

いる。 

 

3 複数利用時の施設選択の要因 

図2,3では,基本的な施設概要情報と,アンケ

ートから得られた利用者情報より,複数利用の

分類毎に利用施設,利用者に特徴があるかを考

察する。 

3.1 同一機能利用の場合 

 図2に同一機能利用時の施設選択要因を示す。 

“駅から施設までの距離”では,体育室と図書

室で平均値が高い。これは同一の機能が近隣施

設にあっても,設備の良さや本の充実さを求め

て,アクセスが多少不便な施設でも利用するた

めだと考えられる。 

“駐車可能台数”では調理室,工作室,体育室

で平均値が高い。これらを利用する活動では,

道具の持ち込み,持ち運び等の行為が発生する

ため自動車による来館者が多いためだと考え

られる。 

“年齢”では,集会室や和室のような柔軟に

活動が行える機能で,中央値より値が小さい。

50～60代の利用者は専門的な活動より,手軽に

できる活動をコミュニティ施設に求めている

ためだと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 他機能利用の場合 

“建築年”の項目から,音楽室と体育室に中

央値より高い値がみられる。どちらの機能も設

備を伴う活動が行われる傾向にあるため,設備

の綺麗さや充実度が他機能利用に関係してい

ると考えられる。 

 “年齢”では体育室と工作室について,中央

値より高い値がみられる。図書室は年齢に関わ

りなく利用されている。しかし体育室や工作室

のような専門分化された機能では,高齢者ほど

他の機能を求めて複数の施設を利用する傾向

にあることがわかる。 

“施設距離（3）”の項目では音楽室で高い値

がみられる。他機能利用時には音楽室の利用に

施設までの距離は関係せず遠方の施設でも利

用していることがわかる。 

 

 

図 1 利用形態の分類 

No. アンケート内容 

1 利用者属性(性別,年代) 

2 利用者の自宅住所 

3 利用室名称 

4 施設の選択理由 

5 施設の利用頻度 

 

表 2 アンケート項目 

回答者総数（人） 2156 

無効数（人） 173 

有効数（人） 1983(100%) 

複数施設利用者数(人) 558(28%) 

 

表 3 アンケート回答数 
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4 地域毎にみる施設距離 

4.1 施設距離のばらつき 

 前項で同一機能利用,他機能利用ともに大き

くばらつきがみられた“施設距離”について区

毎に分析する。施設距離のばらつきを区毎に示

したものを図4とする。図4から中央区,稲毛区

でばらつきが大きく,遠くからの利用が多いこ

とがわかる。これらの区は,人口,人口密度とも

に高い値にある。一方,広域区である緑区,若葉

区では,遠距離の利用がみられず,最大3km以内

にとどまっている。さらに詳細な分析として,

千葉市在住利用者の居住地の分布を図5,6に示

す。図5には高密度な区として中央区,図6には

低密度な区として若葉区の施設の複数利用者

の分布を示す。 

4.2 居住区の特徴  

中央区の場合,居住地には大きくばらつきが

あり,区外の利用者は鉄道沿いの利用者が主で

あることがわかる。交通網が充実している地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では,利用圏域も広域になる傾向があるため,他

区の施設とも連携する必要がある。広域圏の利

用者が利用することを考慮した施設圏域の設

定や運営方法が求められる。 

若葉区の場合,区内の鉄道沿線の居住者に偏

りがみられる。利用圏域は中央区に比べて大き

くなく,地域に根付いた施設として,近隣の施設

との連携が必要であると考えられる。 

 

図 4 地域別施設距離 

図 2 同一機能利用時の諸室別施設選択要因 

図 3 他機能利用時の諸室別施設選択要因 
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5 まとめ 

1）同一機能利用や他機能利用のような複数利

用に関係性がある項目を明らかにすることが

できた。 

【同一機能利用】 

体育室や図書室のように設備や本の充実さ

が関係する機能では,これらを重要視して選択

される傾向にある。これより,設備を要する機

能は比較的広域圏にあっても,駐車場等を十分

完備することで利用される傾向にある。 

 体育室を利用する活動のような,道具の持ち

運び等が頻繁に行われるものは車での来館者

が多いため,駐車場の十分な完備が必要である。 

【他機能利用】 

音楽室や工作室,体育室のような専門分化さ

れた機能ほど高齢者の利用が多くなることが

わかる。また,利用には施設までの距離は関係

していない。 

2）複数利用の際の利用圏域に関する地域的傾

向を明らかにすることができた。 

中央区や稲毛区のように人口が多く,交通網

が発達している地区では,利用者の居住地にば

らつきがあり,遠方の施設でも利用しているこ

とがわかる。公民館の利用圏域が本来中学校区

であっても,鉄道の発達により,圏域は拡大して

いるため,アクセスに関する項目は十分考慮し

なければならない。 

また,緑区や若葉区のような公共交通機関の

整備不足の地域では,未だに地域コミュニティ

の場として機能していると考えられる。そのた

め,複数利用を促す際も,近隣の施設との連携が

重要であると考えられる。 

3）以上のことからネットワーク化に関する知

見と今後の課題を示す。 

・地域の特性を考慮した,施設同士の連携体制

を整える必要がある。 

・専門分化された機能を集約化し,都市の中心

部に配置することがネットワーク化に有効で

ある。 

・本稿で用いた施設選択の要因では項目が不十

分であるため,さらに項目となりうる要因を明

らかにする必要がある。 
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